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【はじめに】 

偏光依存性の大きいシリコン細線導波路を

用いたリング共振器フィルタにおいて、偏光無

依存化は重要である。そこで我々は、広波長域

動作で報告されている曲線型方向性結合器 

[1]に着目し、シリコンリング共振器デバイス

の偏光無依存化に向けた素子提案と解析を行

ったので報告する。 

【素子概要】 

図１に曲線型方向性結合器の構造模式図を

示す。強い偏光依存性を持ち、曲げ半径と結合

長を変化させることで、小型で任意の割合だけ

片方の偏光を結合・分離させることができる

[2]。図２は、これをリング共振器に装荷し偏

光無依存化を図った構造である。TE 波は結合

器 A のみで動作し、抽出波長は drop、透過波

長は through port から出力される。他方、TM

波は結合器 A を無視し、結合器 B のみで TE

波と同様の動作をする。その後、結合器 C で

再び TE波と合波され出力される。 

【解析】 

導波路幅 0.4µm, R1=13.1µm, R2=12.0µm, 

L=9.0µm としたときの drop port 出力特性を図

３に示す。約 50×80µm
2 程のコンパクトなサ

イズで波長 1 バンドに渡りほぼ偏光無依存の

フィルタ特性実現の可能性を示した。 

 

図 1 曲線型方向性結合器 

 

図 2 曲線型方向性結合器を用いた 

偏光無依存リング共振器 

 

図3 Cバンドにおける偏光無依存動作 
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